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大お
お
と
ひ
さ
か
ず

戸
久
一
が
問
う

町
活
性
化
策
の

現
状
と
今
後
は

笠か
さ
は
ら
の
り
ひ
ろ

原
規
弘
が
問
う

人
口
減
に
は
企
業

誘
致
で
対
策
を

島し
ま

﨑ざ
き

隆た
か

夫お

が
問
う

交
通
弱
者
の
目
線

で
の
安
全
確
保
を

弱
き
を
助
け
、
す
べ

て
の
悪
事
を
許
さ
ず
、

唯
々
真
面
目
に
。

事
業
の
成
功
は
、
や

る
気
・
本
気
で
行
動

あ
る
の
み
。

﹁
地
方
創
生
﹂
と
は
、

地
方
自
治
体
の
サ
バ

イ
バ
ル
レ
ー
ス
で
す
。

一
般
質
問
の
全
文
は
、﹁
会
議
録
検
索
シ
ス
テ
ム
﹂
で
読
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
﹁
小
川
町
議
会　

会
議
録
﹂
と
検
索
し
て
く
だ
さ
い
。

示された土地利用方針図。どのように活かして
いくのか。

現場を知っている住民との情報共有から安全
対策が進むのでは。

島し
ま

﨑ざ
き

隆た
か

夫お

が
問
う

弱
き
を
助
け
、
す
べ

て
の
悪
事
を
許
さ
ず
、

唯
々
真
面
目
に
。

大お
お
と
ひ
さ
か
ず

戸
久
一
が
問
う

事
業
の
成
功
は
、
や

る
気
・
本
気
で
行
動

あ
る
の
み
。

笠か
さ
は
ら
の
り
ひ
ろ

原
規
弘
が
問
う

﹁
地
方
創
生
﹂
と
は
、

地
方
自
治
体
の
サ
バ

イ
バ
ル
レ
ー
ス
で
す
。

警
察
そ
れ
ぞ
れ
で
の
対
応
が
進
ん
で
い
き
ま
す
。

い
じ
め
は
な
く
な
ら
な
い
の
か

Ｑ
全
国
的
に
い
じ
め
の
被
害
者
が
減
ら
な
い

が
、
町
内
小
中
学
校
で
の
把
握
と
対
策
は
。

Ａ
学
校
教
育
課
長　

児
童
生
徒
に
ア
ン
ケ
ー

ト
を
年
２
〜
３
回
実
施
す
る
と
と
も
に
、

生
活
ノ
ー
ト
や
チ
ャ
ン
ス
相
談
を
利
用
し
、
小
さ

な
変
化
に
気
づ
き
、
い
じ
め
の
早
期
発
見
と
解
消

に
努
め
て
い
ま
す
。
ま
た
、
担
任
・
養
護
教
諭
や

さ
わ
や
か
相
談
員
、
ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
に

よ
る
ケ
ア
を
行
な
う
と
と
も
に
、
家
庭
訪
問
も
行

な
い
連
携
を
密
に
し
、
継
続
的
に
支
援
を
行
な
っ

て
い
ま
す
。

そ
の
他
の
質
問　

・
自
主
防
災
組
織
と
消
防
団
の
協
力
で
共
助
の
社

　

会
を Ｑ

交
通
安
全
に
特
化
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
の
実

施
や
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催
し
、
町
民
全

体
で
の
情
報
共
有
と
安
全
対
策
に
つ
い
て
考
え
る

機
会
を
つ
く
っ
て
は
。
ま
た
、
昨
年
９
月
に
質
問

し
、
同
時
に
点
検
を
願
っ
た
小
中
学
校
の
通
学
路

の
安
全
点
検
及
び
危
険
箇
所
の
確
認
は
。

Ａ
総
務
課
長
ほ
か　

提
案
の
よ
う
な
こ
と
は

考
え
て
い
ま
せ
ん
が
、
日
ご
ろ
か
ら
交
通

安
全
策
に
ご
協
力
い
た
だ
い
て
い
る
方
々
か
ら
の

情
報
や
意
見
を
徴
集
し
、
対
策
を
考
え
ま
す
。
ま

た
、
通
学
路
の
点
検
は
終
わ
り
、
県
土
整
備
事
務

所
へ
現
状
を
報
告
し
ま
し
た
。
今
後
は
、
県
・
町
・

Ａ
都
市
政
策
課
長
ほ
か　

新
た
に
町
内
利
用

構
想
を
示
し
ま
し
た
。
活
性
化
に
向
け
た

方
策
と
し
て
、
企
業
誘
致
と
雇
用
の
創
出
は
重
要

だ
と
考
え
て
い
ま
す
。
一
部
調
整
区
域
内
に
お
い

て
、
工
業
・
流
通
系
用
地
を
検
討
地
と
し
て
組
み

入
れ
た
案
件
が
あ
り
ま
し
た
。
地
域
住
民
説
明
会

を
開
き
、
区
域
指
定
を
行
な
っ
て
い
く
予
定
で
す
。

Ｑ
中
小
企
業
へ
の
支
援
や
助
言
は
。

Ａ
に
ぎ
わ
い
創
出
課
長　

町
内
企
業
へ
の
支

援
も
欠
か
せ
な
い
と
い
う
認
識
の
も
と
、

商
工
会
等
と
連
携
し
企
業
訪
問
を
始
め
て
い
ま
す
。

事
業
展
開
の
方
向
性
や
要
望
等
を
聞
き
取
り
、
で

き
る
支
援
を
関
係
機
関
と
進
め
て
い
け
れ
ば
と
考

え
て
い
ま
す
。
初
開
催
と
な
る
﹁
合
同
企
業
就
職

説
明
会
﹂
で
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
ご
意
見
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。

Ｑ
本
年
度
行
な
っ
た
企
業
誘
致
施
策
の
実
績

報
告
を
。

Ａ
に
ぎ
わ
い
創
出
課
長　

企
業
支
援
グ
ル
ー

プ
で
は
、
県
の
企
業
立
地
課
な
ど
と
連
携

し
、
産
業
用
地
の
掘
り
出
し
作
業
を
進
め
て
い
ま

す
。
ま
た
、
活
用
さ
れ
て
い
な
い
土
地
所
有
者
へ

積
極
的
な
活
用
を
お
願
い
し
て
い
ま
す
。

Ｑ
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
で
設
定
さ
れ

た
20
年
後
の
将
来
人
口
は
、
社
人
研
推
測

値
よ
り
も
４
０
０
０
人
ほ
ど
多
い
２
万
３
９
２
０

人
で
あ
っ
た
。
働
く
場
所
を
つ
く
る
と
い
う
意
味

に
お
い
て
、
新
た
な
工
業
用
地
の
確
保
は
。

（K・Kさん・51歳）

なんかモヤモヤ。
すっきりさせて！

橋上通路等の整備が待ち望まれる小川町駅周辺。
（画像 c 2017 Digital Earth Technology、Globe Digital Globe、

地図データ c 2017Google、ZENRIN）

Ｑ
男
女
共
同
参
画
社
会
の
実
現
に
向
け
た
女

性
応
援
の
た
め
の
取
り
組
み
は
。

Ａ
総
務
課
長　

現
在
働
く
女
性
や
働
き
た
い

と
願
う
女
性
が
、
そ
の
思
い
を
実
現
で
き

る
よ
う
、
労
働
相
談
や
町
内
公
共
施
設
等
に
パ
ン

フ
レ
ッ
ト
を
設
置
し
、
啓
発
し
て
い
ま
す
。

Ｑ
11
月
27
日
図
書
館
に
て
﹁
男
女
共
同
参
画
・

子
育
て
支
援
合
同
講
演
会
﹂
が
行
な
わ
れ

た
。
目
的
や
テ
ー
マ
に
資
す
る
内
容
で
あ
っ
た
か
。

Ａ
総
務
課
長　

﹁
働
く
女
性
の
活
躍
・
応
援
﹂

が
重
要
で
あ
る
と
の
認
識
で
、
開
催
し
ま

し
た
。Ｑ

ふ
る
さ
と
納
税
を
同
窓
会
等
の
あ
ら
ゆ
る

機
会
で
積
極
的
に
Ｐ
Ｒ
し
て
も
ら
っ
て
は
。

ま
た
、﹁
ガ
バ
メ
ン
ト
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン

グ
３
﹂
等
の
手
法
を
用
い
て
、
懸
案
で
あ
る
﹁
駅

北
口
開
設
﹂
の
実
現
は
。

Ａ
政
策
推
進
課
長　

楽
天
株
式
会
社
の
ふ
る

さ
と
納
税
サ
イ
ト
に
当
町
の
ペ
ー
ジ
を
掲

載
し
、
今
ま
で
以
上
に
魅
力
や
特
産
品
の
Ｐ
Ｒ
が

可
能
に
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
ガ
バ
メ
ン
ト
ク
ラ

ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
３
は
、
短
期
間
に
広
範
囲

か
ら
資
金
調
達
が
可
能
に
な
る
な
ど
の
魅
力
が
あ

る
一
方
で
、
目
標
額
に
達
し
な
か
っ
た
場
合
等
の

リ
ス
ク
も
あ
り
、
慎
重
な
判
断
が
必
要
で
す
。
制

度
設
計
や
事
業
選
定
な
ど
先
進
自
治
体
の
例
を
参

考
に
、
効
果
的
な
活
用
方
法
を
研
究
し
ま
す
。

そ
の
他
の
質
問　

・
改
築
間
も
な
い
西
中
学
校
の
雨
漏
り
等
は

（Y・Tさん・36歳）

子供の未来を考え
る機会を目指して
ください。よろし
くお願いします。 「議会のイメージ・

　　期待することは」

Mini Column
オガワマチのこと
ギカイのこと
一緒に見よう、考えよう

（I・Kさん・78歳）

議会が形骸化して
いませんか？

（S・Sさん・46歳）

議会が身近に感じ
られるような取り
組みをしてほしい

解説 ガバメントクラウド

         ファンディング３

自治体が実施する特定の事業に
対し、ふるさと納税という形で
資金調達する方法。資金の使途
が明確に限定されている。


